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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
本研究は29年間の地域気象観測データ(AMeDAS)をもとに､気候 (日照時間､降水量､
降水日数､気温)を指標に日本全国 (北海道を除く)を 4つのユリアに分け､気候と関節
痛有訴者割合との関連を検討した｡関節痛の有訴割合は､平成 13年国民生活基礎調査 (健
康票)より得た｡気候を指標にクラスター分析によるエリア分けを行ったのち､一元配置
分散分析により､各クラスターの気候的特徴を決定した｡次いでクラスターごとに､関節
痛有訴者割合を従属変数とし､気候に関する 4変数に加え､女性割合､高齢者割合､運動
習慣を有す人の割合および 1次産業従事者割合 (平成 12年国勢調査)を独立変数として､
重回帰分析 (ステップワイズ法)を行った｡クラスタ-1(日照時間短い､降水量少ない､
気温低い､降水日数中程度な地域)で日照時間に有意な関連が認められた (adjustedR2=
0.532,p=0,016)｡これまで性別や老化､関節への機械的ストレスが関節痛の主な因子と
考えられてきたが､地域によっては日照時間の長短が関節痛の有訴割合と関連しているこ
とが示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､長期間の気象データと関節痛との関連性について ｢気象庁統計局統
計局編集 (平年値第 2版)｣と ｢国民生活基礎調査｣を用いた研究である｡先行研
究では､短期的な気象データと関節痛症状の変化に関する比較 (日内変動や週内
変動または月内変動)がほとんどであり､気候 (長期間の気象)が関節痛へ及ぼ
す影響についての論文は見当たらない｡
本研究のように二次データを用いる場合､様々なバイアスを考慮しなければな
らず,一般的な疫学研究よりも論文の限界についての考察がより重要となる｡本
件は､この点について十分な考察がなされており､統計学的な分析も巽が高いも
のとなっている｡因果関係や扱うデータの精度に限界はあるものの､研究 ･分析
能力は､博士課程で修了すべき領域を十分に達していると判断され､今後の研究
の発展性が期待できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
